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横浜国立大学の「冠講座」コマツ提供講座(秋学期)が終了

横浜国立大学経済学部の「冠講座」コマツ提供講座として「日本の国際協力」をテーマとし
て行われたが、2月 10日に終了した。
2009年 10月にコマツ提供講座「日本の国際協力」、2010年春学期JECK提供講座「日本の
環境・経済発展協力」、2010年秋学期コマツ提供講座「日本の国際協力」、2011年春学期テル
モ提供講座「日本の環境。経済発展協力」、2011年秋学期コマツ提供講座「日本の国際協力」
と足掛け3年継続したこの同講座も、今回で終了する。(関連記事 5ページ)

よこはま国際フォーラム (よこはま国際協力。国際交流プラットフォーム主催 )
2012年 2月 11～ 12日に」ICA横浜で開催された「よこはま国際フォーラム2012」 で、菊池理事が
「国際協力の現場と今後のあり方」のテーマで、①横浜国立大学における特殊講義②県の海外
研修員の推薦と技術支援③地域の国際交流活動への参加等を例として取り上げ、講演した。

」ECK創立9周年記念映写会「すぐそばにいた丁OMODACHЦ
表記の映写会は」ECK広報担当理事小泉由紀子氏の提案と尽力により、2012年 1月 14日 (土 )に
JICA横浜国際センターlF会議室で開催された。この映画の監督、セシリア亜美北島氏は奇しくも
」ECK評議員北島博司氏ご令嬢であった縁から、ご多忙の中ご出席を頂き、上映後の監督を囲むトー
クシヨーにまで参加して頂いた。
当日は、事務局のPRもあって一般参加を含めて30名の出席を得、映写会に先立って加藤理事長
からこの作品の主題は「3.11.東日本大震災」の災害復旧にたいして「在日ミャンマー難民」の方々
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尋題、日本の難民政策等の現状を織り交ぜていて、これまでやゃもすると無関心に過ごしてきたミャンマーを知る良い機会ではないかと思うと、監督のセシ

リア亜美北島氏の紹介も合わせた挨拶がなされ、約2時間の上映に入った。
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て鍼 驚艦晰鷲緞蠍職多臨置銚猾肇言
と今回の映画上映れ法ナーの持ち加こ対し

下記の国際交流行事に参加し」ECKの活動を展示した。
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_て、3月 16日に帰国した。(関連記事 6ページ)

講演する菊池理事と神奈川県技術研修員フェルナンド氏



り

」ECK創立記念上映会を終えて 映画監督 セシリア亜美 北島

去る2012年 1月 14日 (土 )に」ECK創立9周年記念という大切な行事にも拘わらず、ド

キュメンタリー映画『すぐそばにいたTOMODACHI』の上映をしてくださり、この場をお

借りして改めて御礼を申し上げます。ミャンマー軍事政権の圧政により祖国から逃れて日

本で暮らすことになったビルマ人たちが、難民として日本で極めて厳しい立場におかれ、

いわば(目立たない)暮らしを余儀なくされている状況を全く顧みずに、95人のボランテイ

アグループを立ち上げ、東日本大震災の被災地へ向かうことになったその背景を綴った

映画でした。

そして今ミャンマーが熱く燃えています。民主化の動きに伴って内外の情勢が激変し

始めているのです。ヤンゴン空港では各国からのミャンマー詣での人々 で騒がしいようで

す。でも果たしてこのまますんなりと開かれた国へと変貌するのでしょうか。日本には、祖国

を追われ長い間ひたすら自国の平和と民主化を追い求めてきた在日難民たちが居りま

す。あの大震災では自分たちの置かれた状況をも顧みず、ボランテイア活動のため大挙

して被災地に向かつた人たち、私の映画に登場したTOMODACHlです。そして今度

は今、祖国の国作りに立ち上がる時がやっと到来したのです。ですが国に帰るには新た

な難問・試練が待ち受けているようです。彼らは今、何を思い、何を成そうとしているので

愛珈朧趙膊魃蛉趙将
出すことが私の次の役目ではないのかと考えております。

ここではその一端を披露したいと思います。
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民主化に伴い、これから彼らが帰国していき、ミャンマー経済発展のために努めていく

人も増えるであろうと期待するものの、このままでは
“もったいない"と思うことがあります。在

日ミャンマー人たちは、日本語と日本の文化を誰よりも理解する人たちであるにもかかわら

ず、ミャンマー進出を目論む日本企業は、彼らを登用するという発想すらないことです。

―ミャンマーに帰国したらやりたいこと。それぞれの夢と希望―

[国づくりをめざす多くの在日ビルマ人たち]

この映画制作を通して改めて知ったことは、「困つた人がいれば助けるJということを当

たり前に思う社会がミャンマーの中にあるということです。経済援助というとき、お互いの

利益を追求することは大事なことですが、互いの文化を知ること。そして、自分たちの生

活が大変にもかかわらず自らの意思で日本のために被災地に駆けつけたビルマ人たち

がいた。工場やレストランなどと限られた職業にもかかわらず仕事を掛け持ちしながら日
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ドに羨望の念をllLかずにはおれませ

んでした。何というすごい先輩達なの

だろうか。そして何と世界は広いのだ

ろうかと。

今回の私の映画に対する温かく過

分な評価に甘んずることなく、これから

も映画制作に邁進するつもりでござい

ます。できるだけ早い時期に次回作品

でお会いできることを願ってむすびと

致します。大変ありがとうございました。

」ECK評議員(JECKA理事長)中之薗 賢治サウジアラビア王国の水道事情

請演する北島監督と北島会員

サウジアラビア王国1以下、「サウジアラビア」

'で

は、国土のほとんどが砂漠・乾燥地帯であり、

1lll撃寵ゐ廷鷲l曇曇鰈

重要課題である。近年の急激な人口増加と都

)、この問題への的確かつ迅速な対応が迫られ

ている。

基本概要として人口は2.580万人。人口増加率23800。 GDP4.694億
ドル。国土面積215万平方k

mである。

サウジアラビアの水供給の57%(47k耐 )は再生不可能な化石水に依存し
ており、再生可能な表

流水や浅層地下水(化石水)は 38%(31 3klli)、 海水の淡水化
が4%(33k耐 )、下水等の再利用

水が1%108kゴ )である。一方、水需要については、90%は農業
で利用されており、生活や産業用

に10%力淋1用されている1大 1兄である。

水見1財茉鵞 獣諏I壇借曇Iの
増加で、主な水淵よ、地称及び毎水の淡
千低下している。一方で人口の増加が激しく、経

済活動増により都市部の水需要が増大してきている。また、新都市
建設により需要が増大してい

るのが現1大である。

R草]7桶犠よら卵織鸞lサ鶉鰤は首
われている。水道料金は、海水淡水化及び輸送

ストである。一方で利用者はほとんど製造コストを水道料金に反映して
いないので負担していない
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λ];製顆 機降乱幕傷婦需纂‖案本i卜墜|キ。1ゥジ人の昼
食は、午後3時以降に食事を取るのが通常であり現地調査を行

つた後に昼食をとつた。

送水コストは、約600円
/111、水道使用料金は、0ヽ

50耐′/月で3円′月である。
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わたっての研修を行い職員全員が漏水率低下に努

めることであつた。最初に水電力省のサウド次官に

会って入材育成研1夕の重要さについてプレゼンテ
ー

ションを実施して日本側の理解を得ることであつたc

東部州の水道水は、海水の淡水化水を
一般的に

使用している。淡水化水は最終的にRO膜処理した

水
侵‖集151儀昔}Fキよ 外朴ルの水稀 入

して飲用していますc我 も々ホテルに宿泊すると部屋

に
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名で料理を囲んでコミュニケーシヨンをはかるのに最

高の糎 と思つ0寸す。
  」湖 レジ川国人』J言よlit.嗜すЭ地下水1化石水)は有限であり、あと何年汲み

ここで、クイズです]地下には石油の原

'由

、化石水がありますが地下何mのところから汲み上けているでしょう,
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南スーダン保健人材育成プロジェクトが琉球大学へ与えたインパクト 琉球大学医学部保健学科母性看護・助産学教授 大嶺ふじ子

2010年6月、私は保健学科母性看護・助産学分野教授への就任が医学部教授会

で正式に承認され、辞令を待つのみでした。医学部の承認から数日後、医学部長から、

突然の呼び出しがあった時も辞令交付だろうとのんきに出力ヽすていきました。そこで、医

学部長から直々 に依頼されたのが本プロジェクトヘの参加でした。当時、このプロジェ

クトは、2009年度より医学部医学科公衆衛生・疫学分野が担っておりましたが、2010年

度に入り、本プロジェクトのアウヽ ウト3の方向性が助産師育成へと絞られました。これ

に対して、公衆衛生・疫学分野教授の本プロジェクトからの辞退に等しい申し出があっ

たようです。この曲面に苦慮した医学部長の苦肉の策が私へのプロジェクト参加依頼
でした。琉球大学はアジアや南の国々 へ開かれた国際協力のできる人材教育をアカ

デミック・アドミッション・ポリシーとして謳っています。もし、このプロジェクトが中途で挫折し

てしまったら取り返しのつかない事態になると医学部長は強い危機感でもって私を説

得してくれました。英会話力が皆無に等しい私にとって、開発途上国への人材育成支

援という大きな責務を引き受けてよいものか悩みました。そこへ、急遠東京より来沖した

TAネットワーキング谷保社長の熱意と」ICA国際ボランテイアヘ志願していた娘(長女、

現在ジャマイカJOCV)の強い後押しもあって、お引き受けすることになりました。思い起
こしても、相当無謀で、恐いもの知らずであったと赤面します。私よりも、有能で、実績の

ある人材が無数に存在する国際貢献の世界です。何かと自分の至らなさに自己嫌悪
に陥る毎日を過ごしながら、今日にいたっています。何よりも、私を悩ましてはばからない

英会話力の乏しさは、逆立ちしても向上は見込めません。それならば、開き直って英会

話は通訳に全面的に依存して、私の専門分野の技術支援のみに集中しようとの考え
に切り替えました。変な英語を乱発しながら、現地のカウンターパートや助産師たちと人

間関係を構築していくことにしました。

早いもので、2012年に入り本プロジェクトの最終年度の任務終了の時期になりました。

助産師のスキルアップのための3回のパイロット研修(各コース5日間)が終了しました。
1回目は、JUBA看護助産学校(CONAM)チューターや現地助産師の聞き取り調査
から、希望の多かった周産期の助産基本技術の習得という研修内容を組み立てまし
た。結果として、各講師とも少しでも多くの内容を伝えたいとの思いが強く、広範囲で演

習時間が不足していたとの反省が出ました。また、研修対象を現任助産師とし未来の

チューター養成につなげたいとしました。その結果を受け、2回目は、希望の多い産科
救急や新生児蘇生も組み入れるが、何よりも助産師の職務である正常分娩へ導くた
めの妊娠期からのていねいな予防的助産ケアの習得に重点を置きました。この部分は、
産科出血や新生児仮死の予防になり、日本の開業助産師が最も力を入れてケアして
いる部分です。経験豊富な開業助産師の川満恵子氏を専門家として派遣しました。こ
の2回目の研修は各州の指導的助産師12名を対象としました。その結果、研修指導
能カカちると認められた6名の助産師が選抜され、第3回目のトレーニングヘと進みま

した。第3回目は、助産師たちのフイールドであるPHCC(PAmary Health Care

Center)やJTH(Juba Tea山 血g Hospital)などの施設、CONAMでの少数精鋭集
中トレーニングが行われ、実地での指導者研修を重視しました。その結果、受講者6名
の知識・技術・態度全般のレベルアップ、研修指導能力の向上が認められ、さらに、カウ
ンターパートの研修運営能力の向上も認められました。つまり、実際の現場で、対象に

寄り添いながら丁寧に技術研修を積み重ねていく日本型の助産師育成方法を組み立
てたことが評価されたといえます。

1_

るだけ実践的に、相手に寄り添いながら現場で丁寧に技術研修を積み重ねていく手

法をとりました。この方法は、まさに琉球大学助産実習で取り入れている学生に教員が

そば1観占りついて技術・知識の確認を行いながら行う実習スタイルと同様のやり方です。

資金と物資の援助に加え、ソフト面への援助を重視した日本型助産師育成モデルとし

て、これからも継続していくことが望まれます。

また、この2年間、人間として魅力的な大勢の南スーダンの方たち(看護助産課:

JannetCONAM校 長:Wawa、研修課:Vた to五a、」ubaTea由血g Hospitalialne五 a、

元胆ba TeaChing Hospital院長:Dr Fest、全州からの受講生の皆さんなど)と本プ
ロジェクトの仕事ができたことは一生の宝物です。私を支えてくれました、助産専門家で

ある川満恵子さん、古謝安子さん、通訳の東恩納美樹さん、伊野波直子さん、平田美

樹さんらとの苦しくも楽しかった現地での日々 は忘れることができません。もちろん、谷保

社長、笠原光さんをはじめ、TAネットワーキングの方々 からも惜しみない援助をいただき

ました。最初に私の通訳を務めてくれた長女、千香子へも感謝しないといけません。親

子といえども、お互いを厳しくいさめあい緊張感を持った日々 を過ごしながらよい成果を

出せるように頑張つたスタートの日々 でした。特に外国人と接する場合における英語圏
での常識を、留学経験のある自分の子から教えられることの多いふがいない毎日でした。

さて、本題である本プロジェクトのもたらした琉球大学へのインパクトで最大のものは、

学生たちの国際貢献への興味であろうと思っています。もともと琉球大学医学部保健

学科は、この分野に興味を持つ学生が多数存在しています。アジア熱帯医学研究会
をはじめ、タイ、ラオス、ネパールなどさまざまな国々 との学生間交流が年間を通して行
われています。同じ地球に生きる人間として、過酷な環境の中で苦しんでいる人々 を援
助したいと願う若者が大勢いるということです。私の南スーダンでの活動が、JICAホー

ムページや医学部ホームベージに掲載されたこともあって、大学院や学部の授業の中
で活動内容を問うことが多くなりました。皆熱心に興味深く授業に参加してくれ、自らの

体験と重ね合わせながら、将来構想に役立てるという学生もおりました。他学部の学生
からも広報活動の一環としての取材もありました。副学長からは、本学科と他看護系大
学との違い・特徴を明確にするためにも、本学科大学院前期課程に留学生特別コー

スの設置を概算要求として出すよう求められています。このことも、本プロジェクトがもた
らした副次効果と考えています。私の分野への大学院前期課程入学希望者は今年3

人と一挙に増えてうれしい悲鳴です。3人の志願者のうち1名は母子保健分野の国際
貢献をテーマにしていますので、このことも、本プロジェクトの副次効果かと思われます。
かつての日本の助産師教育が100年前にさかのぼって評価されているように、南スー

ダンの助産師教育も確実な成果を上げるまでは長い時間が必要です。でも、教育とは、
地道にコツコッと基盤を作り上げてこそ、次世代に残る良質な資質が育成される
と思います。

私が尊敬してやまない、もと京セラ会長、稲森和夫氏の心に残る言葉があります。「も
のごとに筋が通っているか、すなわち道理に適っているかどうかを判断するためには、

単に論理的に矛盾がないかということだけでなく、それが人としてとるべき道に照らし合
わせて、不都合がないかという確認が必要だ。つまり、ものごとの評価基準の最たるも
のは善か悪かなのである」という内容です。稲盛氏は、京セラや第二電電(現KDDI)

などを倉l業し、夕日ビールといわれたアサヒビールを優良企業に育て上げ、2011年より
経営の破綻した日本航空(JAL)の会長を務め、一年でV字回復の黒字業績を実現
させました。また、「京都賞」という国際的な顕彰事業を行う稲盛財団を設立し、ボラン

テイアで、中小企業経営者を育成する全64塾 (海外10塾 )、 7,100人余の若い経営者
が集まる経営塾盛和塾の塾長を務めるなど、広範な活動を続ける御年80歳のお方で

す。さらに氏の言葉でとても共感を覚えるメッセージがあります。「企業は株主や顧客の
ためにあるのではない、企業はその社員や家族が幸福になるために存在価値がある」
というものです。

企業ではありませんが、大学の教室運営でもこのポリシーは生きていると考えていま

す。つまり、わが分野の教室員やその家族が幸福でなければそこで行われる教育や研
究の仕事に価値はないというものです。そのことの意味することの重大さをいつも胆に

銘じて仕事をしております。そして、人間にとって、社会にとつて役立つものでなければ

学問として意味はないと考えています。助産師育成は、母子とその家族の建康・幸福
にとって役立つ学問であると自負しております。思春期の若者に対する健康教育活動
など地域貢献においては、どんなに忙しくても依頼があれば、最優先で前向きに対処
することにしています。
このように、本プロジェクトが琉球大学へ与えましたインパクNま重大であると考えます。
人材育成の対象が、助産師から他のコメデイカル、あるいは医師へとシフトしていく可能
性が大きいのですが、可能な限りの協力を惜しまないつもりでおりますことをお伝えした
いと思い、この拙文をしたためました。本当に、よい機会を与えてくださり感謝いたします。

2012年2月末日

覇

本年1月はじめにJICA終了時評価団報告が出されましたが、助産師技術の研修

能力育成に関するアウトプット3はまだ課題はありますが、概ね良い評価を得ております。

各国援助団体が入り、多彩な援助を繰り広げている中、私ども琉球大学チームは、でき


